






















































































































このような場合には当該方言では、文末調を用いないか ((13) ,.., (15))、ズを用いる ((15)
の場合、渋谷 (2000 : ~4.2)) のがふつうである。
(c) また、次のような勧誘文でヨが使われることもない。



































や「へ""J、「あっ! J rえ""? J といった驚きや疑いを表す発話を引き出すことが多い。
(23) A :太郎、今回、数学 100 点とったパ
B : {うそ!/へ""""} 
(24) A : (駅の階段をのんびり歩いている子供に)ほら、電車来たバハー



































































































んだケヨJ)、 B にたいして、「デパートが休みだ」あるいは「太郎が休んだJ という、 B に












































(53) A (講演者) :フランス人の言語学者ソシュールは. . . . . 
































山形市方言のパはそれができない (3ユ1.3 (c)) 。
(ω) 誰も行かないんだったら俺が行く{わ/*パ}



















本研究は、平成 15 年度文部科学省科学研究費基盤研究 (B) (1) r方言における文法形
式の成立と変佑の過程に関する研究J (代表者:大西拓一郎、課題番号 14310196) による
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